
京都経済４団体による職業教育協力講義 
 

会社とは… 仕事とは… 学び真剣 
 

京産大 ｢グローカル人材論｣授業 
 

 京都経済４団体共同によるパイロット事業、４大学での協力講座(職業教育)は、４月か

ら始まった京都産業大学法学部での「グローカル人材論特殊講義」（担当＝中谷真憲教授）

の授業が毎週、連続して行われています。６月には龍谷大学でも、政策学部の「企業のＣ

ＳＲ実践論」（担当＝勝山亨講師）で２回の協力授業が行われます。 
 
 第４回 日東薬品工業・北尾氏 

 ５月10日、日東薬品工業株式会社・代表取締

役社長の北尾哲郎氏(京都経済同友会特別幹

事)により、京産大｢グローカル人材論｣ 第４回

講義が行われました。テーマは ｢オシャレな 

ＯＮＬＹ ＯＮＥ 企業､売上100億円への挑戦｣ で、

Speed､Soft、Sense の“３Ｓ”に集約した自社

の経営のポイントを、最近の企業動向（トピッ

ク）も交えながらの講話でした。 

 同社はいわゆる大衆薬品を製造しています

が、自社で研究開発した製品を大手に提案し、

提携先ブランドで販売しているのが特徴です。

販売先により、テレビコマーシャルで流されて

いる“有名薬品”、“人気薬品”も数多くありま

す。これを映して大衆薬品の売上高では全国20

位以内に入っています。 

……………………………………………… 

自社が開発・製造している薬品を手に取りながら 

企業としての軌跡を話す北尾氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北尾氏は、そうした大衆薬メーカーとしては

異色の行き方を紹介しつつ、それをどのように

実現していったかを、自社製の“人気薬品”を

手に取りながら述べました。 

 また、利益のほとんどを生産設備と従業員が

働きやすい環境づくりに投資していること、社

会貢献として乳幼児へのインフルエンザ菌ｂ

型予防ワクチン（ヒブ）接種の費用（補助金）

を地元の向日市に寄付していることなどを語

りました。 

 講話後、受講生と、グループワークを通じた

質疑応答を行いました。新製品開発のヒントや

リスク回避などに話題が集まりました。 

 今回は、中小企業の魅力がどのようなところ

にあるのかを受講生に認識、考えてもらう好内

容の授業となりました。 

 

 第５回 堀場製作所・若林氏 

 第５回講義は５月17日、株式会社堀場製作所

の経営戦略本部科学・半導体事業戦略室副室長、

若林聡氏により、「グローバル時代を勝ち抜く～

『おもしろおかしく』で進めるグローバル人財育

成」と題して行われました。 

 同氏は (株)堀場製作所のグローバル展開に

重点を置き、同社がなぜ､どこで､どのように海

外事業を拡大していったのかを紹介するとと

もに、自身の海外出張・駐在経験も踏まえて“グ 

（次ページに続く） 
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受講生のグループワークの結果についての説明 

(プレゼン)を聞く若林氏(左から２人目) 

……………………………………………… 

ローバルに働く”とはどういうことかを説きまし

た。そして、多くの企業で海外勤務が普通になり

つつある現在、新たに就職する者が考えておかな

ければならない働き方や、海外（異文化）との接

し方を指摘しました。 

 講話後、グループに分かれてワークショップ

を行い、中谷教授から提示された「日本企業が

世界で勝負していくときのメリット・デメリッ

ット」を、若林氏の講話をヒントに話し合いま

した。そして、その内容をグループごとに説明。

若林氏が一グループずつ講評しました。 

 

 第６回 京写・児嶋氏 

 第６回は株式会社京写の代表取締役社長、児

嶋一登氏により、５月24日行われました。 

 友禅染の型染めをルーツとする(株)京写は、

プリント配線基板に転進後、エレクトロニクス

企業として国内だけでなく、中国、東南アジア、

北米でも事業を展開しています。 

 児嶋氏は、まずプリント配線基板とはどのよ

うなものかを話し、次に業界を取り巻く環境と

今後の見通し、さらに海外で事業展開をせざる

をえない状況を、簡明な言葉で述べました。そ

うした状況を踏まえて策定し、遂行中の中期経

営計画についても触れました。 

 そのうえで、海外展開を必然とする会社＝

(株)京写＝が求める人材像に言及し、「会社に

とって重要なことは、▽明確なビジョン(目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児嶋氏の講話に 受講生はグループに分かれて 

ふり返り、質問を投げかけていく… 

……………………………………………… 

的・目標)を持ち、最後までやりきること、▽

大きな流れを見極め、対応すること、▽コミュ

ニケーション(言語はその一部) であると考え

ている。ゆえに私は、企業が求める人材とは、

▽自分で考え挑戦する気持ちをもった人、▽で

きるだけ多くの本・新聞を読む人、▽語学(英

語)を勉強し、礼儀作法を学んでいる人…と思

う」と説きました。 

 講話後、前回の第５回同様に、グループに分

かれてワークショップを行いました。今回は、

児嶋氏の話をもとに「京写が中国にもう一つ工

場を造るとしたら、プロジェクトチームにはど

んなメンンバーを選ぶか」を課題としました。

話し合った内容をグループごとにプレゼンテ

ーションし、それを児嶋氏が講評しました。 

―――――――――――――――――――― 

 今後の京産大 授業日程と講師 

５月31日 平井 信氏 

      (株)淡交社 取締役専務執行役員 

６月７日 大垣守弘氏 

      (株)大垣書店 代表取締役社長 

  14日 坂本 勉氏 

      (株)洛北義肢 代表取締役社長 

  21日 佐々木茂喜氏 

      (株)エリッツ 常務取締役 

  28日 西村永良氏 

      西村証券(株) 取締役社長 

７月５日 平岩孝一郎氏 

      (株)京都ホテル 代表取締役社長 


